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1976 年愛知県名古屋市生まれ。名
城大学薬学部卒業、東京大学医学系
研究科病因・病理学専攻修了。慶應
義塾大学医学部総合医科学研究セ
ンタ ー特任助教、東京女子医科大学
先端生命医科学研究所特任講師、慶
應義塾大学医学部幹細胞情報室特
任准教授を経て、2013年より現職。

再生医療研究の推進に向け

社会の確かな理解を得るために

196 1 年 にトロント大学 のTi 11と

McCulloch がはじめて「幹細胞」の存在を

証明してから、その 研究は急速な発展を続

けている。20世紀には、身体のさまざまな

組織に存在する体性幹細胞の確認にはじ

まり、受精後間もない胚から、身体を構成す

るさまざまな細胞へと分化するES細胞が樹

立された。そして、2007 年にヒトiPS 細胞

が樹立、2014 年にはヒトiPS 細胞由来の

網膜細胞の移植が計画されており、幹細

胞研究は新しい時代を迎えつつある。

そんな中で、幹細胞研究をはじめとする

「再生医療研究」には、「万能細胞」、「究

極の医療」という言葉がつきまとい、先端・

専門の知識に接することが少ない人々や

患者さんにとって、過大な期待や誤解を生

みかねない状況にある。加えて、再生医療

研究は生殖や疾患治療という観点から、生

命倫理の議論の焦点でもあり、将来的には

医療経済などの社会状況にも影響をおよ

ぼす可能性が大きい。そうした観点から再

生医療研究が社会の理解を得つつ推進さ

れることの重要性が指摘されている。
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CiRAでは iPS 細胞研究が円滑

に行われるように研究支援部門を

設醤し、研究者が研究に集中できる

環境を整えています。 2013 年度は

所長室・医療応用推進室・知財管

理室•国際広報室を設け、研究を支

援しました。

口所長室 室長：長田直樹

研究業務の調整と推進、人材採用計画

の立案・実行、研究資金の統括管理、

秘書業務

口医療応用推進室 室長：高須直子

iPS 細胞を用いた再生医療や創薬の

推進に関する支援業務（契約、規制対

応等）

上廣倫理研究部門開設記念シンポジウムでの講演

口知財管理室 室長：高尾幸成

知的財産の形成、出願動向の分析、

学内外との知財業務の連携
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■新しい生命観や倫理観創出に
資する、幹細胞·再生医療研究
の情報発信

■ 意識調査やサブカルチャ ー研究
を通じて、一般社会に内在する
生命科学に対する意識の把握 ,

’

 

倫理的・法的・社会的課題を

先取りし専門外の人々へ

積極的に情報提供

再生医療が社会と調和した形で推進さ

れるためには、再生医療の領域で浮上す

る可能性のある倫理的・法的・社会的課

題( ELSI)を先取りし、専門家でない人々

が簡潔に先端知識に触れる機会を積極

的に提供する必要がある。そうした基盤を

構築するため、これらの成果を用いて、テ

レビやラジオ、新聞といった既存のメディ

アのほか、インタ ー ネット媒体 への執筆を

通じて、再生医療研究の現状を積極的に

発信してきた。また、これまで顧みられるこ

との少なかったSF(サイエンス ・フィクショ

ン）やマンガ、アニメと いったサブカル

チャ ー 的な文脈を用いて、社会的な生命

科学受容の像を探りつつ、「 細胞の再プ

ログラム」が可能となったポストiPS 細胞

社会の新しい価値観、生命観創出のため

の理論的研究を行い、文芸誌など幅広い

メディアでの執筆を行っている。

口国際広報室 室長：中村朱美

メディア対応、ホ ー ムペ ー ジによる情報

発信・刊行物の企画制作、イベントの

企画と実行

一般向け書籍

□ iPS細胞研究所

担当

事務長：梶村正治

総務、人事、財務、施設環境、契約な

どの研究所の業務の実施に関する事

務処理、大学本部や他部局などとの

連携、調整業務
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